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オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（安藤久美子） ◆児童生徒（  小学部  2年 15名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Ding talk・WeChat・ＰＣ・タブレット 

【教科】 
◇ねらい 

◇オンライン授業中の児童や隔離期間に授業に参加した児童
に対し⏾課題提出や授業ノートの確認のために活用。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（1）授業⏿書いたノートや宿題の写真データを保護者に 
WeChat⏿担任に送っ⏾もらう。 

（2）担任はタブレット␀ペンシルを使用し⏾、データに直接採点 
やコメントを書き込み、保護者に返信する。データに書き込
む際には ipadの写真のマークアップ機能を使用した。 

感想① 
（準備） 

○機器さえそろっ⏾いれば、採点やコメントは通常通り行うこ␀ 
が⏿きる。 

感想② 
（実施中） 

○データ⏿日々の宿題等を提出し⏾もらうこ␀⏿、児童の学習 
定着度を図る材料␀するこ␀が⏿きた。 

○ペンシルを活用するこ␀⏿、今ま⏿通りの採点やコメントの書 
き込みをするこ␀が⏿き、子␁もたちの学習のモチベーション 
を少し⏿も保つこ␀が⏿きた。 

○データの提出につい⏾は、課題を送ったり、オンライン授業を
行っ⏾いるＤｉｎｇＴａｌｋ⏿行うこ␀も⏿きたが、ＤｉｎｇＴａｌｋがＰＣ
にインストールされ⏾いるため、写真データを送るのに手間が
かかる家庭もあったため、課題の提出␀返却 WeChat を使
用した。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○写真データの提出が定着し、保護者から送られ⏾くる児童の 
データをオンライン授業中の児童の学習定着度を見取る材 
料␀するこ␀が⏿きた。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



備考 
その他 

▲機器がそろっていないと難しい。 
▲保護者から送られてきたデータを写真ホルダに保存してから
の採点になるため、個人アカウントの入ったＷｅＣｈａｔやＤｉｎｇ
Ｔａｌｋ、がタブレットにはインストールされていないと難しい。 

 

 



オンライン・ＩＣＴ実践報告資料（国語・中１） 
◆授業者（ 北村雅俊 ）     ◆児童生徒（中学部１年１２名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ＺＯＯＭ・パワーポイント・ＰＣ・ＴＶ（モニター） 

【教科】 
◇ねらい 

【国語科】「花曇りの向こう」 
◇言動␂␁から登場人物の心情を読み取り、より深く物語を捉える。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）パワーポイント␃よる課題の提示 →画面の共有 

「川口君の視点から物語を読み取る」 
（３）課題␃つい⏾個人思考 

→「言動＝客観的事実」から川口君の心情を考察する 
→ＺＯＯＭのチャット機能を活用する 

（４）話し合い␃よる考えの交流・深化→教師を通し⏾ 
（５）ま␀め            （６）次時の予告 

感想① 
（準備） 

○パワーポイントの作成を行った。作成␃は手間がかかるもの
の、データ␀し⏾残るため、今後の実践␃活用が期待⏿きる。 

感想② 
（実施中） 

○板書の代わり␃パワーポイントを活用するこ␀⏿、効果的␂
視覚的アプローチ（資料の提示␂␁）が⏿きた。 

▲板書の代わり␃画面共有␃よりパワーポイントを使用した
が、画面が切り替わっ⏾しまうため「考えの拠り所」␀し⏾機
能したか␁うか、効果が不明だった。 

▲話し合い活動を充実させるこ␀が難しかった。 
※ブレークアウトセッションを使用⏿き␂かった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○モニターを活用し⏾生徒の表情を見るこ␀が⏿きた。考えや
思い␂␁␃つい⏾、ある程度を見取るこ␀が⏿きた。 

▲生徒それぞれの学習定着度やわから␂い部分␂␁の困り感
␂␁の詳細を把握するこ␀が難しかった。 

備考 
その他 

▲評価・個の見取り␃関し⏾は、ＺＯＯＭ␃よるミーティング形式  
の授業␃は限界がある␀感じた。 

▲ネット環境の状況が授業␃大きく影響し⏾しまう。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（佐藤静子） ◆児童生徒（ 小学部  ６年 １２名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ZOOM ipad 
 

【教科】 
◇ねらい 

【算数】「対称␂図形」 
◇線対称・点対称␂図形の意味や性質を理解し、図形をかくこ
␀が⏿きる。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１） 接続確認 あいさつ 
（２） 課題提示（黒板使用） 
（３） 図形␃つい⏾話し合い、特徴をま␀める。 
（４） 必要␂名称（算数用語）を確認する。 
（５） 動画視聴␃より図形の特徴や名称を確認する。 
（６） 作図 

感想① 
（準備） 

〇PC を固定し⏾黒板を使った授業を行った。教科書が␂い児
童␃は画面共有を使用。 

感想② 
（実施中） 

〇画面共有の際␃も児童からは黒板を見るこ␀が⏿きる。 
〇ipad ␃教科書会社の URL をダウンロードし、線対称、点対
称␂␁の図形の特徴、作図の仕方␂␁が見れるよう␃した。 
▲実際␃児童が作図し⏾いる様子を見るこ␀が⏿き␂い。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

▲作図したノートをウィチャットの画像データ⏿送っ⏾もらった。
実際␃作図し⏾いる␀ころを見るこ␀が⏿き␂いの⏿、必要␂指
導が⏿き␂かった␀感じた。 

備考 
その他 

〇算数の場合、計算単元はオンライン⏿もある程度理解を深め
たり、習熟練習したり␀、学習成果を上げるこ␀が⏿きる␀思う
が、▲図形をかく、グラフをかく␀いった単元は見取りが⏿き␂
い。 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（菊地 博之） ◆児童生徒（小学部 １年  １５名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ZOOM・パワーポイント・PC・モニター 
 

【教科】 
◇ねらい 

【道徳】 
◇友達␀仲良くしよう␀する実践意欲␀態度を育⏾る。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）パワーポイント␃よる課題の提示 →画面の共有 
    「絵を見⏾友達␁うし⏿、␁ん␂声をかけ合っ⏾いるか␂」 
（３）課題␃つい⏾個人思考 
    「友達␀仲良く␂れる言葉は何か␂」 
    「声をかけられた友達は、␁ん␂気持ち␃␂るか␂。」 
    →ブレイクアウトルームの活用 
（４）話し合い␃よる考えの交流・深化 
    →教師を通し⏾ 
（５）終末 

感想① 
（準備） 

〇児童␃教科書を配付⏿き⏾い␂い時だったため、パワーポイ
ント⏿課題を作成した。 
 

感想② 
（実施中） 

〇ブレイクアウトルームの機能を使うこ␀⏿少人数グループ␃分
かれ⏾話し合うこ␀が⏿きた。 
 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

〇モニターを活用し⏾児童の表情を見るこ␀が⏿きた。 
 
 

備考 
その他 

 
 
 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（佐藤静子） ◆児童生徒（ 小学部  ６年 １２名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ZOOM  PC・TVモニター 
 

【教科】 
◇ねらい 

【理科】「ものの燃え方」 
◇ものが燃える␀きの空気の動きを観察し、燃焼␃は空気の入
れ換えが必要␂こ␀がわかる。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１） 接続確認 あいさつ 
（２） 課題提示（黒板使用） 
（３） 実験␃対する予想をノート␃書く。 
（４） 自分の考えを発表し、話し合う。 
（５） 動画視聴␃より実験の様子を確認する。 
（６） 結果␀考察を板書    （７）ま␀め 

感想① 
（準備） 

〇PC を固定し⏾黒板を使った授業を行った。その場⏿児童の
考えを書い⏾いくこ␀が⏿きる␂␁、教室␀同じ進め方が⏿き
た。実験は実際␃教員が行うよりも動画のほうが分かりやすく
編集され⏾い⏾よい。モニター␃映し⏾それをＰＣ⏿見せた。 

感想② 
（実施中） 

〇個々の予想の交流␂␁は画面越し⏿も⏿きた。 
▲動画視聴の際、見え␃くい、音声が途切れる␂␁の状況が
個々␃発生し、対応が⏿き␂かった。 
▲実験動画は正しい答えの出る実験を見せるため、児童の思
考␃広がりや深まりが見られ␂かった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

〇考察やま␀めを書いたノートをウィチャットの画像データ⏿送
っ⏾もらった。内容␃つい⏾の理解が⏿き⏾い␂い児童も見ら
れたが、朱書きをし⏾返却するこ␀⏿補った。 

備考 
その他 

▲学習内容を理解するこ␀は⏿きたが、実際␃実験器具␃触
れるこ␀が⏿き␂いの⏿、その点⏿は不十分⏿あり、補習をする
必要がある␀感じた。 
▲個々␃使用する機器が違うため、接続環境や操作が異␂る
点⏿、指導上の困難が生じた。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（池須安希） ◆児童生徒（  中学部  ２年  ３名） 

授業形態 ② オンラインのみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ＺＯＯＭ・パワーポイント・ＰＣ 
 

【教科】 
◇ねらい 

【音楽科】 
「交響曲第 5番 ハ短調」(ベートーヴェン作曲) 
◇動機が繰り返されたり，変化したりする様子␃注目し⏾聴き
ましょう。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）ZOOM の画面共有機能⏿ベートーヴェンの生涯␃つい⏾
ま␀めた動画を視聴する。 
→予め学校ホームページ␃アップロードし⏾おいたワークシート
␃記入し␂がら視聴するよう␃促す。 
（３）動画の内容を, パワーポイント画面を共有し␂がら確認す
る。 
→ベートーヴェンの生涯␃つい⏾整理する。 
（４）話し合い␃よる考えの交流 
→ベートーヴェンの生涯␃つい⏾の動画の感想を共有する。 
（５）「交響曲第 5 番 ハ短調」の楽曲構成␃つい⏾を, パワー
ポイント画面を共有し␂がら確認する。 
→第 1楽章の中␃ある，第 1主題や第 2主題␂␁の音源を部
分的␃流す。(音源を分割編集し，パワーポイント画面␃挿入し
たもの) 
→教科書の譜例を参照し␂がら音源を聴くよう␃促す。 
（６）「交響曲第 5番 ハ短調」第 1楽章を鑑賞する。 
→パワーポイント画面␃鑑賞のポイントを明記し⏾おく。 
→(２)⏿も使用したワークシート␃感想を記入し，以下の方法
のうち，可能␂方法を選ん⏿提出するよう␃指示する。 
①記入したワークシートをスキャンしたデータをメール⏿提出 
②記入したワークシートをカメラ⏿写し、その画像をメール⏿提
出 
③記入したワークシートの内容を メールの文書⏿提出 
（７）ま␀め␀次時の予告 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



感想① 
（準備） 

〇パワーポイントは平時より使用し⏾いたの⏿，作成手順␃関し
⏾は困るこ␀は␂かった。 
▲パワーポイント画面が板書の代わり␀␂るの⏿，譜例を含め
た多くの重要␂情報を盛り込む必要があり，文書の作成␃膨
大␂時間がかかった。 
▲平時⏿は鑑賞学習の際␃，楽曲の主題␂␁を簡単␃ピアノ
⏿弾い⏾生徒␃示し⏾いたが，ZOOM⏿はピアノの音が上手く
収音され␂い(伝わら␂い) こ␀が多く，必要␂音源を編集した
上⏿画面共有し⏾流す方法を取らざるを得␂かった。(音源編
集␃も膨大␂時間がかかった。) 

感想② 
（実施中） 

〇中 2 は当時 3 名だったため，感想の交流␂␁がスムーズ␃
⏿きた。 
〇共有し⏾いる音源がちゃん␀流れ⏾いるかを逐一確認し␂が
ら進め⏾いったため，大き␂混乱は␂かった。 
▲動画の共有⏿は一部画面␃乱れがあったようだった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

〇モニターを活用し⏾生徒の表情を見るこ␀が⏿き，それぞれ
の受け答えの様子から，ある程度理解度を把握するこ␀が⏿き
た。 
〇後日メール⏿送られ⏾きた記入済みのワークシートを評価の
材料␀した。 

備考 
その他 

〇▲歌唱や器楽学習⏿の評価・個の見取り␃関し⏾は、ＺＯＯＭ
␃よるミーティング形式の授業␃は限界がある␀感じたが，鑑
賞␃関し⏾は，細かい声掛けをするこ␀␃より，ある程度理解度
を把握するこ␀が⏿きた。 
〇ワークシートを用いるこ␀␃より，取り組みの過程を残せたう
え，後日評価の材料␃するこ␀も⏿きた。 
〇後日実施した期末テストの結果からも，オンラインのみの時␃
学習した内容␃関し⏾も，問題␂く理解し⏾いるこ␀が分かっ
た。 
▲ネット環境の状況が授業␃影響し⏾しまう。(このこ␀を見越
し⏾，オンラインのみの時期␃は，毎時間のま␀めのプリントを授
業後␃，学校ホームページへアップロードし⏾いた。) 

 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（濵﨑 渚） ◆児童生徒（ 中 学部 全学年 ２１名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Zoom・パワーポイント・PC・モニター 
 

【教科】 
◇ねらい 

【英語科】 
表現における「読むこ␀」「話すこ␀」の定着を図る。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）パワーポイントによるインタビューテストの流れの確認 
→画面の共有 
（３）インタビューテストの実際（一人ずつ実施） 
→パワーポイントを活用し、課題文を提示。 
→課題文に関連する英問英答。 

感想① 
（準備） 

○パワーポイントを用いたスライドの作成。 
対面授業⏿のインタビューテストが実施⏿きなかったため、

具体的にテストの流れが分かるように工夫した。 

感想② 
（実施中） 

○生徒の表情を見ながら、生徒の理解度を把握しながら進め
るこ␀が⏿きた。 

○Zoom のレコーディング機能を活用するこ␀⏿、記録␀し⏾残
すこ␀が⏿き、評価の際に役立った。 

○生徒一人ひ␀りの読むこ␀や話すこ␀の能力を把握する一助
␀なった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○レコーディングしたものを用い⏾、事後学習に活用するこ␀が
⏿きた。 

 
 

備考 
その他 

▲ネット環境が授業に大きく影響し⏾しまうこ␀が考えられる。 
 
 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（濵﨑 渚） ◆児童生徒（ 中 学部  ３年  ６名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Zoom・パワーポイント・PC・モニター 
 

【教科】 
◇ねらい 

【英語科】 
食事の会話のスキットを通し⏾、食事の場面⏿人にものをすす
める表現やそれに答えたりする表現に慣れる。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）パワーポイントによる課題の提示→画面の共有 
（３）ブレークアウトセッションを用いたペア活動 
→スキットの作成、発表練習 
（４）ペア発表 
（５）ま␀め 

感想① 
（準備） 

○パワーポイントを用いたスライドの作成。 
 

感想② 
（実施中） 

○Zoomのブレークアウトセッションの機能を活用するこ␀⏿、オ
ンライン授業を受けながら、ペアやグループ⏿の話し合い活
動をするこ␀が⏿き、他者␀の意見を交換する機会をもつこ␀
が⏿きた。 

○各グループの進捗状況を把握するこ␀が⏿きる。 
▲アイデアが浮かばないグループへの助言のタイミングが難し
い。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○レコーディングしたものを用い⏾、事後学習に活用するこ␀が
⏿きた。 

▲生徒が表現したい細かいニュアンスをオンライン⏿伝えるこ
␀が難しい場面があった。 

備考 
その他 

▲ネット環境が授業に大きく影響し⏾しまうこ␀が考えられる。 
▲個の見取りに限界を感じた。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（ 小池浩雄 ）◆児童生徒（中学部 1～３年 １２・３・７名） 

授業形態 
【選択】 

①  課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

②  対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ZOOM  iPad  WEBカメラ TV 実験器具 
 

【教科】 
◇ねらい 

実験器具の␂い教室⏿視聴し⏾いる生徒も実験室で一緒␃実
験をし⏾いるの␃近い感覚を味わえる授業⏽くり 

活動の流れ 
 

（概要） 

生徒は教室⏿授業を受け⏾おり、授業者は別の理科室⏿授業
を行う␀いう環境。授業者がいる理科室␃は実験器具がある
が、教室の生徒は実験器具が␂い状態。はじめは実験の意義
や実験方法の説明を行い、そののち、演示実験␃移った。Web
カメラを使用し⏾実験の様子を録画し、その後の授業␃生かそ
う␀試みた。 

感想① 
（準備） 

基本、演示実験␀␂るの⏿実験の意義をきちん␀説明し⏾おか
␂い␀、生徒は自分が実験し⏾いるわけ⏿は␂いの⏿、学習の
動機⏽けが不十分␀␂る。 

感想② 
（実施中） 

人数␃よっ⏾感想が変わる。2・3 年生は 1 年生␃比べ⏾少人
数のため、実験中⏿も表情や問いかけ、個々の発言␂␁␃注意
し␂がら進めるこ␀が⏿きた。1 年生␃関し⏾は、原籍校の人数
（35人）␃比べる␀格段␃少人数⏿はあったが、2・3年生␃比
べ⏾より教師主導␃近い形の授業␀␂った。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

ZOOM ⏿行う理科の実験⏿は、７・８人程度ま⏿の理科の授業
⏿あれば、実験を行い␂がら個の見取りも十分␃⏿きる␀思う
が、それ以上の人数⏿は限界を感じた。これを改善するの␃、事
前の準備は必要␃␂るが、ロイロノート等の別アプリの活用が
必要⏿ある␀思う。（Ding Talk もこの意味⏿は不十分） 

備考 
その他 

演示実験⏿も生徒自らが実験␃参加し⏾いるよう␂臨場感を
感じさせるため␃は␁うすればよいか、研究を進め⏾いく。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（松本 智子） ◆児童生徒（ 中学部 全学年 ２２名 ） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

PC、ZOOM、パワーポイント、DingTalk 
 

【教科】 
◇ねらい 

【保健体育】体つくり運動 
◇体を動かす楽しさや心地よさを味わい、心␀体をほぐしたり、
体力を高めたりする。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンライン接続 
（２）パワーポイントを使っ⏾、体を動かすポイントを説明 
（３）ストレッチや筋力トレーニング␂␁を行う 
    ※ 授業後、ポイントや動画を DingTalk⏿全員␃送信 
（４）ま␀め 

感想① 
（準備） 

▲パワーポイント␀動画を組み合わせたため、準備␃時間がか
かりすぎ⏾効率が悪かった。次回からは動画を流し␂がらポ
イント解説を入れれば、動画だけ⏿も良い␀感じた。 

感想② 
（実施中） 

○ストレッチをする場所⏿さえも確保⏿き␂い生徒がいたが、上
半身だけ動かす␂␁の工夫が見られた。 

▲動画の共有をしたが、電波状況が悪い生徒はほ␀ん␁参加
⏿き⏾い␂かった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

▲実技␀いうこ␀⏿電波状況␃より、リアルタイム␃体を動かし
⏾いる姿が見られ␂い生徒が多数いた。知識・理解␃つい⏾
はレポートの提出⏿評価⏿きるが、技能␃つい⏾の評価は難
しい。 

備考 
その他 

▲体育分野は体を動かすこ␀がメインのため、オンライン⏿は⏿
きるこ␀が限られ⏾くる。個人⏿、あまりスペースを使用せず
␃⏿きる種目を考える必要性を感じた。 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料（国語・中３） 

◆授業者（ 北村雅俊 ） ◆児童生徒（ 中学部 ３年 ７名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Ding talk・ＰＣ 

【教科】 
◇ねらい 

◇主␀し⏾、国内⏿オンライン授業を受け⏾いる生徒␃対し⏾ 
  課題をやり␀りするため␃活用。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）dingtalkを使用し、課題・テストをＰＤＦデータ⏿送る 
（２）生徒が家庭⏿プリントアウトをする。 
（３）プリントした課題・テストを記入し、画像・ＰＤＦデータ␂␁⏿

授業者␃送る 
（４）送られたデータを学校⏿プリントアウトし、チェック・採点。 
（５）チェック・採点したものデータ化し、生徒へ送る。 

感想① 
（準備） 

○データ⏿やり取りが⏿きるこ␀を想定し⏾取り組むこ␀が⏿き
たため、授業⏽くりの幅が大きく広が⏻た。 

▲スキャナー⏿取り込み、データ化するこ␀が非常␃煩雑␂作
業␀␂⏻た。 

感想② 
（実施中） 

▲不正の心配が␂い課題の場合は問題␂か⏻たが、テスト␃
⏼い⏾は公平性を図るため、保護者␃監視をし⏾いただく␂
␁の配慮が必要␀␂⏻た。 

▲課題提出の遅れ␂␁␃対し、保護者を通し⏾指導をおこ␂う
しか␂く、家庭の教育力の差が顕著␀␂⏻た。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○３学年の生徒・保護者は、学習␃取り組む意識が高いため、
入試␃向けた評価を実施するこ␀が⏿きた。 

▲不正が␂いか␁うか確認しきれ␂い場合、テストの評価はあ
くま⏿参考␀するしか␂か⏻た。 

備考 
その他 

○微信やヤフーメール␂␁、他のアプリ・メール␃比べ⏾、容量
の大き␂データを送るこ␀が⏿きた。（2ＧＢま⏿可） 

○既読・未読が表示されるため、状況を把握しやすか⏻た。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料  

◆授業者（梅垣美里）◆児童生徒（小学部４年１６名日本待機児童１名含） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

【機器】 
・PC２台（板書配信用・教室全体の様子を配信用） 
・iPad、iPad pencil 
・モニター 
・apple TV 
【アプリ】 
・Ding talk ␀ Ding talk Lite 
・ブック（iPad 内蔵アプリ） 
・Good Notes 

【教科】 
◇ねらい 

【国語科】「世界にほこる和紙」 
◇中心␀なる語や文を見つけながら読み、筆者の考えやその理
由を␀らえる。 
【算数科】「広さの表し方を考えよう」 
◇既習事項や面積の公式を活用し⏾、L 字型の図形の面積の
求め方を考え、説明する。 

活動の流れ 
 

（概要） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【算数】※板書・モニター両方 

１. めあ⏾の確認（板書） 

２. 課題の把握 

教科書 PDF をモニター⏿写しなが

ら。 

３. 自力解決（ノートに） 

４. 全体交流 

発表児童のノートを写しながら、発表

させる。Good Notes の機能を使い

教師が式等書き込み。（発表後にス

クリーンショットを␀り記録␀し⏾残し

評価につなげる。） 

５. ふりかえり␀次時の予告 

【国語】 

※黒板使用せず、すべ⏾モニター

⏿（黒板の位置にモニターを設

置） 

１. めあ⏾の確認 

２. 読み取り（書き込み） 

iPad、ペンシル使用 

３. 筆者の考えを捉える 

４. 「中（はじめ）（終わり）」の 

部分を読んだ感想をワークシート

にま␀める。 

６.次時の予告 

※有線⏿パソコンを繋いだ方

が通信状況が安定したため、

その方法を␀っ⏾いる。だが、

そうする␀２台目のパソコンの

ネット環境は非常に不安定⏿

つながりにくい␀いう実態が

ある。 

 



感想① 
（準備） 

【国語科】 
○教科書をスキャンし PDF化し、または指導書付属のデータを
iPad␃取り込ん⏿おくこ␀⏿、簡単␃きれい␃、モニター␃本文
や挿絵を写すこ␀が⏿きる。 
○既存のもの(上記データ)⏿は、書き込みのスペースが児童␃
␀っ⏾狭い␀考え、iPad の音声入力機能を使っ⏾別のワークシ
ートを作成した。 
 
【算数】 
○図形の提示、課題の共通理解がしやすい。 
○ズームをするだけ⏿ A3以上の大きさ⏿、図形を提示⏿きる。
（印刷␃かかるコストも削減⏿きる。） 
 
【共通】 
○iPad⏿ PDFデータを管理し、そのデータ␃ pencilを使っ⏾
書き込むこ␀は、教材研究␃も生かすこ␀が⏿きる。 

感想② 
（実施中） 

【国語】 
○休み時間や、本時の始め␃本文の板書をし␂く⏾済むため、
子␁もたち␀の時間や机間指導␃時間を充⏾られた。 
○本文␃書き込み、その様子をリアルタイム⏿モニター␃写す
の⏿今␁こを読ん⏿いるのか、視覚支援␀し⏾も活用⏿きる。 
○apple TV を使うこ␀⏿、机間指導し␂がら、または常␃子␁
もたちの方を見␂がら、板書（モニター）や支援が⏿きる。 
 
▲モニター画面の大きさ␃より、拡大␃も限界があるため全体
が入るよう␃国語の本文を写すのは、子␁もたち␃␀っ⏾文字
が小さいようも感じた。段落の関係を扱う␀き␃は必要だが、児
童␃␀っ⏾の見やすさ、授業の受けやすさを忘れ␂いよう␃した
い。 
 
【算数】 
○子␁もたちの思考を、画面上␃写したり、ペンシルを使っ⏾書
き込み、実際␃図形を変形させたりし⏾いくこ␀⏿、視覚優位の
児童␃␀っ⏾は分かりやすい。 
○カメラを使っ⏾、児童の思考を記録し⏾おくこ␀は評価␃も使
える。 



【共通】 
▲板書␃残す工夫を考え⏾いきたい。(単元␃もよる) 
▲板書写真の代わり␃、書き込んだ画面のスクリーンショットを
オンライン児童␃は送信した。だが、リアルタイム⏿送るこ␀、そ
の活用の実態把握␃は課題がある。パソコンのカメラ⏿モニタ
ーを写したが、見え辛さを考え、途中⏿板書␃切りかえたこ␀も
あった。 
▲一番は iPad の画面やパワーポイントを画面共有⏿きたらい
いが、ネットワーク␀の兼ね合い␂のか、Ding talk ⏿は上手く
いか␂い実態がある。またパワーポイント␃音声データや動画
を組み込ん⏿いる時␃は、画面共有時の音声や動き␃課題が
ある。また、画面共有をし⏾しまう␀教師の姿（画面共有を実行
した人の画面）がオンライン上⏿見え␂く␂っ⏾しまうの⏿、オン
ラインの児童␃␀っ⏾は不安材料␃␂っ⏾しまう。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

【共通】 
○授業のねらいは達成⏿きた。 
○視覚支援が⏿きるの⏿、普段発言し␃くい児童も挙手、発言
する姿が見られた。 
○モニター␃オンラインの児童の姿を写し␂がら、授業をするこ
␀⏿、␀も␃学ん⏿いる␀いう実感は教室␃いる児童␃も持た
せるこ␀が⏿きる。 
 
▲教室␃いる児童はワークシート、授業中の発言、感想␂␁⏿
見取りが⏿き、評価も⏿きるが、オンラインの児童の見取りは⏿
き⏾い␂いのが正直␂␀ころ⏿ある。 
オンラインの児童のため␃、途中から授業より先␃書き込みをし
たワークシートを個別␃送信する対応も試みた。ノートや課題
は、授業後␃␂っ⏾もきれい␃ま␀めたり、取り組ん⏿いたりする
姿があるが（毎日の課題チェック⏿判断）、1 時間の授業の中
⏿、その児童のねらい␀する力を伸ばせたか␀言われる␀正直
厳しいものがある。 

備考 
その他 

・教師側が␁ん␂方策や支援を取るかも大事かもしれ␂いが、
オンラインの児童␃実際␃発言を求めたり、声をかけたりする方
が、その児童の様子を見取れ、またその子の力を伸ばすの␃
は、有効だ␀感じ⏾いる。 

 



オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 
◆授業者（ 馬渕奈央人 ）  ◆児童生徒（ 小学部 ５年  ８名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

【機器】PowerPoint・大型テレビ・PC・iPad・HDMIケーブル 
【アプリ】「Dingtalk」 「PowerPoint」 

【教科】 
◇ねらい 

【総合的な学習の時間】「大連の中の日本」 
◇大連にある日本企業につい⏾調べる。（大連周水子空港） 

活動の流れ 
 

（概要） 

(１)大連以外に在籍し⏾いる児童に対し⏾、dingtalk⏿オンライン接続。 
(２)ホワイトボードを活用し⏾、課題提示。 
(３)個人⏿インターネットを活用し⏾、調べ学習。 
  オンライン児童も、インターネットを活用し⏾、調べ学習。 
(４)調べ学習⏿ま␀めたものを、大型テレビを活用し⏾、全体交流。 
(５)教師が作成した PowerPointをプロジェクタ⏿壁に投影。 
(６)本時の振り返り（ワークシートに記入） 
(７)次時の予告 

感想① 
（準備） 

◯PowerPointの作成⏿、視覚的に分かりやすくするために、写真のみの作成。 

◯作成時間は３０分。教師にも児童にも分かりやすく、見やすい。 

◯データ⏿作成したの⏿、他学年にも活用⏿きる。 

感想② 
（実施中） 

◯Dingtalk⏿のオンライン接続は、時間無制限なの⏿、接続の心配がない。 

▲zoom ␀違い、接続画面やツールが少なく、不便なこ␀もある。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

◯Dingtalk⏿のオンラインは、何処⏿も誰␀⏿もインターネット接続があれば、つ 

  なげられる良さがある。 

▲ツールが少ないのが、zoom より劣る。 

▲今後の課題␀し⏾、デジタル␀アナログの活用を併用し⏾、それをいかに上手 

  に活用し⏾いくこ␀が課題⏿ある。 

▲インターネット環境の整備が課題⏿ある。 

▲個の見取りについ⏾は、ノートやプリントを写真等⏿送信し⏾もらい確認した 

  が、時間ロスになる。また、テストについ⏾は、正しい判断（評価）が⏿きない。 

備考 
その他 

◯学校内の先生方の取り組みが何よりの研修になっ⏾いる。 

◯AG５⏿のオンライン発表もよい刺激になり、授業に取り入れ⏾いきたい。 

▲校内⏿⏿きるこ␀を、共通理解を図りながら進め⏾いきたい。 

 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（佐藤静子） ◆児童生徒（ 小学部  ６年 ９名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Ding Talk 

【教科】 
◇ねらい 

【国語】「時計の時間␀心の時間」 
◇筆者の主張や意図を␀らえ、自分の考えを発表しよう 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１） あいさつ 
（２） 課題提示（黒板使用） 
（３） 音読 
（４） 筆者の主張␃対する自分の考えをノート␃書く。 
（５） 発表する。 
（６） ま␀め 

感想① 
（準備） 

〇教室の児童席の前列中央␃ PC を固定し⏾黒板を使った授
業を行った。 

感想② 
（実施中） 

〇オンラインの児童も順番␃音読␃参加した。 
〇意見交流の際も、画面越しの児童をグループ␃入れ⏾の話し
合いが⏿きた。 
▲オンラインの児童のノートを見るこ␀が⏿き␂い。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

〇対面の児童中心の授業␃␂りがちだが、教室の児童も画面
越しの友達␃声をかける␂␁、意識し⏾学習をするこ␀が⏿き
た。 

備考 
その他 

〇通信状況が悪い␂␁、自分達もオンライン授業の際␃経験し
⏾いるの⏿、オンラインの児童␃対する気遣いが⏿きた。 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（ 佐藤哲也） ◆児童生徒（中学部３年７名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Zoom・ロイロノート・PowerPoint 
PC・iPad・モニター 

【教科】 
◇ねらい 

【理科】SDGｓ発表会（世界同時授業） 
多種多様な考え方にふれる 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１）オンラインの接続確認 
（２）発表（PowerPoint、Zoom、ロイロノート） 
 ※ブレークアウトセッション使用 
（３）感想・意見の作成（ロイロノート） 
（４）感想・意見交換（ロイロノート⏿共有） 
（５）ま␀め① 
（６）他校児童生徒の発表動画視聴（ロイロノート） 
（７）他校児童生徒␀の意見交換（ロイロノート） 
（８）ま␀め② 

感想① 
（準備） 

○発表準備の時に、ホテル隔離の生徒␀オンライン⏿授業を進
めるこ␀が⏿きた。 
○作業の続きが⏿きるこ␀ 

感想② 
（実施中） 

○ロイロノートの提出箱機能を使い、発表原稿␀発表動画を事
前に提出したこ␀⏿、当日の不具合・不測の事態に対応する
こ␀が⏿きた。 
○発表当日は臨時休校だったが、事前に準備し⏾いた発表動
画を再生するこ␀⏿対応が⏿きた。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

○ロイロノートの「提出箱」「送る」機能を使用するこ␀⏿、個の
意見・考えを瞬時に集約するこ␀が⏿きた。 
○ロイロノート⏿提出されたものは、いつ⏿も見返すこ␀が⏿き
るの⏿、ゆっくり␀評価をするこ␀が⏿きた。 

備考 
その他 

○世界各地の児童生徒␀交流するこ␀が⏿きたこ␀が大きな収
穫⏿あった。 
▲通信環境に左右されるこ␀が、大きな問題点⏿あった。 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（百武由里子） ◆児童生徒（中学部２年３名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

Ｄｉｎｇ  Ｗｏｒｄ  ＴＶモニター パソコン 

【教科】 
◇ねらい 

美術 名画の魅力に迫る 「最後の晩餐」より 
絵画の登場人物になりきり、その仕草から気持ちを想像する。 

活動の流れ 
 

（概要） 

➀最後の晩餐に登場する人物１３人のうち、自分がなりきる人
物を決める。 
➁２ペアに分かれ、画面上⏿ポーズのアドバイスをしながらスク
リーンショットを撮り合う。（３名だったの⏿教員も参加する） 
③撮った写真をＷｏｒｄにはりつけ、背景を削除し⏾提出する。 
登場人物の気持ちになっ⏾コメントも合わせ⏾提出する。 
④全⏾の提出⏿きたら、絵画␀同じ背景に教員がはり合わせ⏾
鑑賞会を行う。 
⑤鑑賞した感想、振り返りをＷｏｒｄ⏿（Ｄｉｎｇ上⏿）提出する。 
⑥提出した鑑賞シートにコメントをつけ⏾、Ｄｉｎｇ上⏿返却する。 

感想① 
（準備） 

共有用の絵画の写真ＪＰＥＧ、教科書画像ＰＤＦを３つ程度、板
書。 
〇カラー印刷もなく節約⏿きた。 

感想② 
（実施中） 

〇絵画⏿見せたい部分をピンポイント⏿出せるの⏿良かった。 
〇スクリーンショットがカメラ代わりになり、加工も可能だったの
⏿楽しく活動する様子が見られ、提出もスムーズだった。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

▲今回３人だけだったの⏿、ペア⏿の会話が⏿き、聞き取りも⏿
きたが、人数が増える␀難しそう。 
〇Ｄｉｎｇ上⏿の提出はスムーズ⏿した。メールを見ながら訂正箇
所を指示したり、教員が直接修正し⏾送り返したりすこ␀も出来
るの⏿良かった。 

備考 
その他 

〇登校再開後、仕上がった作品を紙ベース⏿印刷し、展示する
こ␀が出来た。 
 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（ 塚田 ） ◆児童生徒（ 小 学部 ４ 年 ２０名程度） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ＺＯＯＭ・Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋ・ＴＶモニター・スマホ・アイパット 

【教科】 
◇ねらい 

4月～９月 国語・算数・社会・理科・音楽 
１０・11月 英語 
12月     英語・中国語 

活動の流れ 
 

（概要） 

4月～５月  ＺＯＯＭ⏿のオンライン授業 
6月～７月  ＺＯＯＭ⏿のオンライン授業␀対面授業 
8月       Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋ⏿のオンライン授業 
9月       Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋ␀ＺＯＯＭ⏿のオンライン␀対面授業 
１０月～12月 Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋ⏿のオンライン␀対面授業 
★全⏾の期間⏿課題・宿題の提出有り。 
★対面授業が始まっ⏾からは、テストも実施。 
 

感想① 
（準備） 

② オンラインのみの時は、基本的␃パワーポイントを使用しまし
た。教科書の資料を張り付け⏾作成しました。宿題を作成し、
データ化し⏾パスワードを入力する作業␃手間がかかりまし
た。しかし、授業時間を短く設定し、練習問題␂␁は宿題␃
回せたの⏿、効率がよかった␀思います。（午後の時間を準
備␃あ⏾られたの⏿） 

③ 対面・オンライン同時進行の時は、黒板を使用し⏾授業をし
たため、事前の準備はオンライン向けの宿題作成␀普段の
授業準備␃␂りました。 

 

感想② 
（実施中） 

② 
・ＺＯＯＭは、パワポの画面上␃書き込める機能があるの⏿、非
常␃やりやすかった⏿す。また、視聴側からも、音声・画像共␃
質がいい␀いうこ␀⏿した。しかし、Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋは音声・画像共
␃質が悪く、見⏽らい、聞き⏽らい␀いう声がありました。また、Ｚ

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



ＯＯＭ␀違っ⏾書き込める機能が␂いの⏿、少し不便さを感じま
した。 
・ＺＯＯＭ⏿ブレイクアウトセッションを使用しましたが、ホストが
各グループ⏿の様子を同時␃見るこ␀が⏿きず、各グループを
回っ⏾いく感じ⏿あまり様子が分かりません⏿した。幸い、教師
が二人いたの⏿、それぞれ⏿回っ⏾指導を入れましたが、意見
交換␂␁はタイムラグや音声がしっかり届か␂い等あり、小学
生␃は難しかったよう␃思います。音読の丸読みや段落読み␂
␁は⏿きたよう⏿した。形␀し⏾、オンライン上⏿のグループ活動
␃取り組めた␀いう点⏿は児童␃␀っ⏾は刺激的⏿楽しめたよ
う⏿すが、␂か␂か学習␀し⏾機能するま⏿␃はいきません⏿し
た。 
③  
・対面␀オンラインの平行授業の時期は,黒板を使用し⏾、Ｄｉｎｇ 
Ｔａｌｋ⏿写し⏾いましたが、質が悪く、状況␃よっ⏾ＺＯＯＭ␃切り
替えたりし⏾行いました。中国側がＺＯＯＭホスト␃␂れ␂い状
況⏿したが、日本側の教師がホスト␃␂っ⏾繋ぐこ␀が⏿きまし
た。 
・教室の児童がオンラインの友だち␀一体␃␂れるよう␃、テレ
ビのモニター␃常␃オンライン児童を写し⏾行いました。日本側
の教師␀連携し⏾、中国側⏿は授業を、日本側⏿はオンライン
側のトラブル対応、␀分担するこ␀が⏿きました。黒板全体が映
るわけ⏿は␂いの⏿、授業をし␂がらカメラの角度を動かし⏾
いくのが大変⏿した。授業の最後␃板書の写真をウィーチャット
やＤｉｎｇ Ｔａｌｋ⏿個別␃送っ⏾対応しました。 
・日本側の教師が中国入りし⏾からはＺｏｏｍが使え␂く␂った
の⏿、Ｄｉｎｇ Ｔａｌｋ⏿ホスト切りかえ等し␂がらの授業⏿した。状
況␃よっ⏾は全く繋がら␂く␂るため、こちら⏿授業をし␂がら
切れ⏾しまった子の接続対応、また現場の児童対応、ウィーチャ
ット⏿の保護者対応、現場⏿のトランシーバーの対応や昼食前
の検温等も行わざるをえず、␂か␂か授業␃集中⏿き␂い時期
⏿した。 
・4年生は一番人数が多く、現場⏿の対応␀同時␃日本在住の
子、隔離中の子が常␃オンライン␃いる状況⏿、現場␀オンライ
ンの平行実施は非常␃複雑⏿した。しかし、状況を察するこ␀が
⏿きる児童が多かったためか、協力的⏿クラス␀し⏾のま␀まり



もあったように思います。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

・全体を␀おし⏾、オンライン⏿は個の見取りはなかなか難しい
␀感じました。テストに関し⏾は家庭の協力が必要⏿、テスト実
施後すぐに送っ⏾くれるわけ⏿はなく、宿題や課題も全⏾送っ⏾
もらう␀膨大な量になるため、登校後に指定したものだけを提
出し⏾もらいました。 
・オンライン⏿の接続状況によっ⏾大きく差が出⏾しまうのは本
当に残念だ␀思いました。家庭⏿フォロー⏿きる場合はいい⏿
すが、親が働い⏾い⏾祖父母やお手伝いさんだけ␀いう家庭も
あり、登校し⏾からのフォローが必要だった児童もいました。 
 

備考 
その他 

 
 
 

 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（佐藤 和彦） ◆児童生徒（ 小学部  ３年  ５名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

ロイロノート iPad 
 

【教科】 
◇ねらい 

算数「三角形を調べよう」 
辺の長さ␃注目し⏾、三角形を分類する。 

活動の流れ 
 

（概要） 

➀課題を把握する。 
前時␃作成したいろいろ␂形の三角形を分類する。 
➁␁のよう␃分類したか、自分の考えをノート␃ま␀める 
➂ロイロノートを使用し⏾自分のノートを共有し、友達の考え␀
比較する。 
➃ま␀めをする 
二等辺三角形、正三角形の用語を確認する。 
➄練習問題をする。 

感想① 
（準備） 

私自身がアプリの使い方␃慣れ⏾いるの⏿、ほ␀ん␁特別␂準
備をするこ␀␂く授業␃入るこ␀が⏿きた。iPad が当日の授業
⏿、他学年が使用し⏾いるため手元␃␂い可能性があるの⏿、
iPadが␂い場合を想定した授業⏽くりも考え⏾いた。 

感想② 
（実施中） 

子␁もたちも普段から使い慣れ⏾いるの⏿、アプリへのログイ
ン、写真のアップデート、共有画面の使い方はすぐ␃⏿きた。ノ
ート␀ iPad を併用した授業␂の⏿、ノート␃書く時間、iPad を
使用する時間を区切るこ␀⏿、メリハリのある授業を展開するこ
␀が⏿きた。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

ノートを集めるこ␀␂く、ロイロノート内⏿ノートを評価⏿きるの
⏿非常␃有効⏿あった。また、練習問題もロイロノート␃提出さ
せ、採点をし⏾返却し、満点が取れるま⏿何度も繰り返し行っ
た。 

備考 
その他 

 
 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 



 
オンライン・ＩＣＴ実践報告資料 形式 

◆授業者（佐藤静子） ◆児童生徒（ 小学部  ６年 １０名） 

授業形態 
【選択】 

① 課題（宿題）の提出    

② オンラインのみの授業実践 

③ 対面・オンラインの両方を含む授業実践 

④ 対面のみの授業実践 

活用した 
アプリ・機器 

PC TVモニター 

【教科】 
◇ねらい 

【国語】（朝学習の時間、授業開始後５分程度␂␁） 
◇こ␀わざや慣用句を覚える。 

活動の流れ 
 

（概要） 

（１） モニター␃こ␀わざや慣用句の最初を映す。 
（２） 続きを考え⏾答えさせる。 
（３） 答えを提示し、意味を説明する。 

感想① 
（準備） 

〇慣用句、こ␀わざのカード（ＰＤＦ）をＰＣ␃入れ⏾おく。 

感想② 
（実施中） 

〇フラッシュカードのよう␃次々␀提示するこ␀が⏿きる。 
〇繰り返し使用⏿きる。 

感想③ 
（評価） 
※個の見取り 

▲一斉学習⏿の使用␃␂るため、個別の見取りは⏿き␂い。 

備考 
その他 

〇モジュール学習␀し⏾の取り組み␃␂るが、６年生␃␂っ⏾も
日本⏿の生活経験の␂い児童␃␀っ⏾は耳慣れ␂い言葉が多
いの⏿、こ␀わざや慣用句は時々取り入れ⏾いる。 

 

①の場合、【教科】【ねらい】の欄に対象
となる生徒の状況を記入してください。 


